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ＳＮＳを活用した協働事例の情報発信業務に係る企画コンペに関する質問への回答 

令和４年８月 12日 

№ 資料名称 該当頁 該当項目 質問内容 回答 

１ 資料２ 

業務仕様書 

１ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (1) インフルエンサーの選定 

  ・ インフルエンサーは、県民運動

に関心のある県内在住の若者（大

学生から 35歳程度）から 16名程

度を選定すること。 

大学生と記載があるが、同じ年齢でも専

門学校生・短大生・就職などの方は該当

しないのか。 

県民運動に関心のある県内在住の若者

であれば、専門学校生、短大生、就職し

ている方などをインフルエンサーとし

て選定しても構いません。 

２ 資料２ 

業務仕様書 

１ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (1) インフルエンサーの選定 

  ・ インフルエンサーは、県民運動

に関心のある県内在住の若者（大

学生から 35歳程度）から 16名程

度を選定すること。 

ＳＮＳは個人だけでなく、グループで運

営しているところもある。その場合、団

体や組織への依頼は可能か。可能な場

合、投稿者が若者であれば可など、条件

を教えてほしい。 

受託者が、ＳＮＳを運営している団体や

組織に依頼するとした場合、再委託とい

う手法が考えられますが、その場合は、

業務仕様書の「６ 契約に関する条件」

に定める、「再委託等の制限」、「再委託の

相手方」等の規定を遵守いただく必要が

あります。 

また、インフルエンサーについては、業

務仕様書の「２ 業務の仕様に関する事

項」に定める条件を満たしていただく必

要があります。 

３ 資料２ 

業務仕様書 

１ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (1) インフルエンサーの選定 

  ・ インフルエンサーの募集は受託

者が行い、県に報告の上、選定す

ること。 

応募時点でのインフルエンサーとの内

諾は必要か。 

応募時点でのインフルエンサーとの内

諾は不要です。 
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４ 資料２ 

業務仕様書 

１ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (1) インフルエンサーの選定 

  ・ インフルエンサーのＳＮＳフォ

ロワー数は 100 人以上とするこ

と。 

一般的にインフルエンサーは４段階に

分けられており、１万人以下をナノ・イ

ンフルエンサーと定義する場合がある

が、この 100人以上とした設定基準はど

こにあるのか。一般ユーザーでも 100人

を超えている人は多いため、一般的には

フォロワー100 人では一般ＳＮＳユーザ

ーという印象が強い。県で定めるインフ

ルエンサーの定義を教えてほしい。 

本業務はボランティア・ＮＰＯ・市民活

動への参加割合が低い若年層を主なタ

ーゲットにしていますが、そのような

方々に対し、県民運動への理解促進や参

加・参画機運の醸成を図るためには、著

名なインフルエンサーより、身近な存在

が発信した方が県民運動への参加のハ

ードルが低くなると考えており、そのよ

うなことから 100人以上のフォロワー数

としたところです。 

５ 資料２ 

業務仕様書 

１ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (2) 県民運動の取材及びＳＮＳへの

投稿 

  ・ 作成した記事は、投稿前に県か

らの内容確認を経た上で定期的

に投稿すること。 

80件の投稿について、文字数やボリュー

ムの指定はあるか。 

投稿する記事の文字数やボリュームに

ついて指定はありませんが、投稿記事を

閲覧した県民が、県民運動に興味を持

ち、具体的な行動につながるような記事

を提案するようお願いします。 

６ 資料２ 

業務仕様書 

２ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (2) 県民運動の取材及びＳＮＳへの

投稿 

  ・ 投稿記事の件数は、80件以上と

すること。 

投稿記事数のカウントは、インフルエン

サーが個々で県民運動について 80 記事

以上投稿、もしくは同じ記事をインフル

エンサーに 80 記事以上投稿依頼、のど

ちらとなるのか。 

投稿記事は、インフルエンサーに県民運

動を取材してもらい、それぞれで記事を

作成してもらうこととしています。 

また、投稿記事数のカウントは、各イン

フルエンサーが投稿した記事の総数と

します。 

７ 資料２ 

業務仕様書 

２ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (2) 県民運動の取材及びＳＮＳへの

投稿 

・ 投稿記事の件数は、80件以上と

すること。 

上記の内容が個々に 80 投稿以上であっ

た場合、インフルエンサーが他のインフ

ルエンサーの投稿を「リツイート」「シェ

ア」などした場合は、投稿としてカウン

トされるのか。 

あくまでも個人のオリジナル投稿のみ

となるのか。 

投稿記事数のカウントは、各インフルエ

ンサーのオリジナル投稿のみを対象と

します。 

「リツイート」「シェア」などは、カウン

トしません。 
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８ 資料２ 

業務仕様書 

２ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (2) 県民運動の取材及びＳＮＳへの

投稿 

  ・ 投稿記事の件数は、80件以上と

すること。 

昨今のＳＮＳの情勢を鑑みると、若者に

届けるためには Tiktok や Youtube 等の

動画の利用も適正と感じる。記事の件数

に、動画の本数を含めることはできない

か。 

投稿するＳＮＳの種類は問わないこと

としており、投稿記事を閲覧した県民

が、県民運動に興味を持ち、具体的な行

動につながるような内容であれば、動画

の本数も含めることも可能とすること

とします。 

９ 資料２ 

業務仕様書 

２ ２ 業務の仕様に関する事項 

 (2) 県民運動の取材及びＳＮＳへの

投稿 

  ・ 投稿するＳＮＳの種類は問わな

いものであること。 

掲載するのはＳＮＳでないと駄目か。具

定例として、ブログやポータルサイトに

記事を投稿し、それをＳＮＳで拡散する

という手法は認められるか。 

投稿記事がより多くの県民の目に触れ、

具体的な行動につながるような内容と

なるのであれば、質問のあった手法も可

能とすることとします。 

10 資料２ 

業務仕様書 

２ ４ 組織体制・職員配置 

  業務の管理運営を行う者を１名配

置すること。 

  その他、業務を遂行する能力を有す

る者を配置すること。 

業務を遂行する能力を有する者とは、

「インフルエンサー16名程度」という認

識で良いか。 

業務を遂行する能力を有する者とは、

「インフルエンサー16 名程度」ではな

く、受託者の組織体制・職員配置として、

本業務を遂行する能力を有する者の配

置をお願いするものです。 

11 （参考） 

本県で展開

されている

主な県民運

動 

１  県内では様々なＮＰＯがあるが、県民運

動の定義とは何か。活動内容や、その活

動をしている団体などの指定はあるか。 

ボランティア・ＮＰＯ・市民活動への参

加割合を増やしていくには、動物保護や

空き家問題に取り組む活動など、比較的

身近にとらえやすいものを取り上げる

という手法もあるが、これらは県民運動

に含まれるのか。 

県民運動とは、企画コンペ実施要領にあ

るとおり、「全県的な目標・課題に関する

多様な主体が連携した取組」と定義して

おり、基本的には本書に記載している県

民運動を主な対象と想定しています。 

なお、業務仕様書にあるとおり、取材を

行う県民運動は、県と相談して決めるこ

ととしており、具体の取材内容について

はその中で検討することとしています。 

 


